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要旨 現代日本語の表記原則では、およそ次の３つの規則がある。 
  規則１：漢語は「漢字」で書け。 
  規則２：和語は「漢字」または「ひらがな」または「両者の交ぜ書き」で書け。 





























  （１）標準的な表記を「漢字ひらがなまじり文」と考えている。 































  （３）日本語の表記原則 
43 
   Ⅰ 前提１：語の単位で考えよ。 
     前提２：その語が、和語か漢語か外来語かを判定せよ。 
   Ⅱ 規則１：漢語は「漢字」で書け。 
     規則２：和語は「漢字」または「ひらがな」または「両者の交ぜ書き」で書け。 


















  （４）日本語の表記原則Ⅱの付随規則 
    漢字制限により漢字で書けないときは、その部分を、またはその語全体を、ひらがなで 
    書け。 
      ＊ ここで言う「漢字制限」は常用漢字表によるもののほか、ＪＩＳ漢字によるも 
      のや、新聞協会や各通信社、新聞社、出版社などの独自の制限も含むつもりである。 

















































   表１ 性質面の分類結果 
 延べ語数 総数比(％) 異なり語数 総数比(％) 多様性(％) 
体の類 1693 79.9 620 72.5 36.6 
用・相の類 282 13.3 193 22.6 68.4 















   表２ 意味用法面の分類結果 
 延べ語数 総数比(％) 異なり語数 総数比(％) 多様性(％) 
固有名 561 26.5 188 22.0 33.5 
一般語 1558 73.5 667 78.0 42.8 
うち動物 391 18.5 196 22.9 50.1 

















































































































































































  （５）漢語を、カタカナで書く 
    Ａ－１ 皮フ科 
    Ａ－２ カンカンガクガク(侃侃諤諤)、ゲタ、ゴザ、マヒ、ガン(癌)、リン(燐)(以上、
武部［1979］による) 
      イス(椅子)、ケガ(怪我)、ケンカ(喧嘩)、ドクロ(髑髏)、トンチ(頓知)、ノンキ
(暢気)、ロウソク(蝋燭)、ワイロ(賄賂) 
    Ａ－３ オットセイ、キキョウ(桔梗)、キリン(麒麟)、コショウ(胡椒)、ゴマ(胡麻)、
ショウユ(醤油)、ラクダ(駱駝) 



















  （６）和語を、カタカナで書く 
    Ａ カギ(鍵)、ソリ(橇)、サク(柵)、テコ(梃子)、ネジ(螺子)、バネ(発条)(以上、武
部［1979］による) 






    Ｂ アタマ(頭)(以上、武部［1979］による) 


















      イチゴ、イチジク、オオバコ、オミナエシ、コケ、サクラ、シイタケ、シラカバ、
スズラン、ヒジキ、ヒノキ、マツ、ユズ、ワカメ、など 
      イリゴマ、ゲソ、タカノツメ、ハチミツ＜混種語＞、ミソ、など 
    Ｄ ノッポ(以上、武部［1979］による) 


































































  （７）日本語の表記戦略(仮説) 
    １．明らかに外来語である語は、カタカナで書け。 
    ２．固有名は、決まった表記があればそれに従え。 
    ３．漢字で書ける語は、漢字で書け。 
    ４．動物、植物、オノマトペ・畳語は、カタカナで書いてもよい。 
    ５．漢字で書けるはずの語で、漢字がわからない、あるいは読みにくいと思われるとき
は、カタカナで書け（活用語尾はひらがなでよい）。 
    ６．音を明示したい、意味をきわだたせたい、などの表現意図があるときは、カタカナ
で書け。 


























成田徹男［1994］ 現代日本語のかなづかいの問題点 『名古屋市立保育短期大学研究紀要第33号』 
